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令和３年度予算
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ

　
市
民
の
安
全
を
守
る
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
、
災
害
発
生
時
の
避

難
所
施
設
の
環
境
を
整
え
る
た
め
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
計
画
的
に

整
備
し
、
災
害
へ
の
対
応
力
を
強

化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
水
防
た
め

池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
順
次
作

成
し
、
周
辺
住
民
と
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
危
機
意
識
の
向
上
を

図
り
、
被
害
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
健
康
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
と
し
て
、大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

の
敷
地
内
に
新
保
健
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、保
健
・
医
療
機
能
の
集
約

新たな価値を創造するまちスマートシティ
～人々に選ばれるまちづくり～

施政方針骨子

快適に暮らせるまち
スマートライフ

～定住人口の維持～
観光で訪れるまち

スマートツーリズム
～交流人口の増加～

効率的で便利なまち
スマートガバメント
～行財政改革の推進～

に
よ
り
、
救
急
医
療
体
制
の
確
保
、

母
子
保
健
事
業
や
健
康
増
進
事
業

な
ど
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
南
花
台
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
事

業
で
は
、移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス「
南

花
台
モ
ビ
リ
テ
ィ　
ク
ル
ク
ル
」
の

自
動
運
転
や
地
域
ポ
イ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
導
入
な
ど
、
地
域
経
済
と

連
動
し
た
有
償
化
の
実
証
実
験
を

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
先
端
技
術

と
規
制
緩
和
の
活
用
に
よ
り
生
活

の
質
を
高
め
、
豊
か
な
生
活
を
実

現
す
る
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」

の
区
域
指
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
イ
ズ
ミ
ヤ
河
内
長
野

店
４
階
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
支
援

拠
点
」
に
、
地
域
住
民
や
行
政
機

関
、
事
業
者
、
教
育
機
関
な
ど
多

様
な
担
い
手
の
連
携
を
促
進
し
、

地
域
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る

新
た
な
拠
点
を
形
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
出
し
に
困
っ
て
い

る
高
齢
者
な
ど
の
世
帯
に
対
す
る

ふ
れ
あ
い
収
集
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
戸
別
収
集
方
式
の
調
査
・

研
究
を
進
め
ま
す
。

　

次
に
、
切
れ
目
な
い
子
育
て
支

援
の
取
り
組
み
と
し
て
、子
ど
も
を

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

を
整
え
る
た
め
、
待
機
児
童
対
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
内
保

育
所
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
支
援
し
、
保

育
士
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
、

保
育
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く

を
中
心
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
の

不
安
解
消
や
孤
立
防
止
な
ど
、
総

合
的
な
子
育
て
支
援
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
児
童
虐
待
の
防
止
と

要
保
護
児
童
の
属
す
る
家
庭
へ
の

支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　
教
育
で
は
、
英
語
村
構
想
事
業

と
し
て
、
モ
バ
イ
ル
英
語
村
を
は

じ
め
と
し
た
英
語
教
育
の
充
実
や
、

英
検
な
ど
外
部
試
験
の
受
験
補
助

を
実
施
し
、
児
童
生
徒
の
英
語
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
小
学
校
と
公
民
館
の

複
合
化
に
向
け
て
手
法
や
利
活
用

の
調
査
・
研
究
を
進
め
る
と
と
も

に
、
社
会
構
造
が
変
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
中
学
校
給
食
に
関
す

る
調
査
・
研
究
に
つ
い
て
も
進
め

て
い
き
ま
す
。

観
光
で
訪
れ
る
ま
ち

ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
人
の
流
れ
を
生
む
観
光
・
産
業

振
興
と
し
て
、「
中
世
に
出
逢
え
る

ま
ち
」「
女
人
高
野
」「
葛か

つ
ら

城ぎ

修し
ゅ

験げ
ん

」

の
３
つ
の
日
本
遺
産
を
最
大
限
に

活
用
し
、
関
係
自
治
体
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
、
認
知
度
の
拡
大
に

向
け
た
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
実
施
し
、
さ

ら
な
る
観
光
振
興
と
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
楠
木
正
成
・
正ま

さ

行つ
ら

親
子

の
生
き
様
を
描
い
た「
楠
公
さ
ん
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
を
目

指
し
、
引
き
続
き
、
誘
致
に
向
け

た
署
名
活
動
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
意
欲

的
に
展
開
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
意
識
し
た
新
し
い
河
内
長
野

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
、
地

域
の
活
性
化
と
交
流
人
口
の
増
加

を
目
指
し
ま
す
。

　
産
業
振
興
の
取
り
組
み
で
は
、

市
内
事
業
者
の
事
業
拡
大
や
市
外

事
業
者
の
立
地
促
進
に
つ
な
げ
る

た
め
、
産
業
用
地
の
確
保
に
か
か

る
手
法
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
店
舗
な
ど
の
新
築
や
増
改

築
に
あ
た
り
、「
お
お
さ
か
河
内

材
」
の
活
用
に
よ
る
木
質
化
を
促

進
し
、林
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
次
に
、
拠
点
の
活
性
化
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
と
し
て
、
大
阪

河
内
長
野
線
や
堺
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
を
促
進
す
る
ほ
か
、
大
阪

南
部
高
速
道
路
の
実
現
に
向
け
て
、

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら

事
業
化
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

加
え
て
、
上
原
・
高
向
地
区
お
よ

対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時30分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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令
和
３
年
度
も
、
資
源
を
活
か
し
て
工
夫
を
重
ね

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
ま
ち「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」実
現
に
向
け
て

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
」、

観
光
で
訪
れ
る
ま
ち「
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、

効
率
的
で
便
利
な
ま
ち「
ス
マ
ー
ト
ガ
バ
メ
ン
ト
」の
３
つ
を
柱
に
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

市
長
　
島
田
智
明

スマートシティ
実現に向けて

び
小
山
田
西
地
区
に
お
け
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
本
市
の
将
来

像
を
見
据
え
な
が
ら
土
地
利
用
の

促
進
と
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

効
率
的
で
便
利
な
ま
ち

ス
マ
ー
ト
ガ
バ
メ
ン
ト

　
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
窓
口
業
務
な
ど
の

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
つ
い
て
、市

民
総
合
窓
口
を
中
心
に
各
窓
口
の

連
携
強
化
を
進
め
、
市
民
の
利
便

性
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
庁
内
に
お
け
る
各
業
務

プ
ロ
セ
ス
を
調
査
し
、
効
果
的
に

Ｒ
Ｐ
Ａ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
事

務
作
業
の
縮
減
や
事
務
効
率
の
改

善
を
図
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、市

内
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら

謝
礼
品
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
取
り
組
み
、
本
市

の
魅
力
発
信
と
さ
ら
な
る
歳
入
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

　
本
市
を
取
り
巻
く
行
財
政
環
境

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
せ
、
ま
た

人
々
に
選
ば
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

令和３年度予算特集

特 集
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　人の流れを生む観光・産業振興プロジェクト　

スマートライフ、スマートツーリズム、スマートガバメントの３つを柱に魅力あるまちづくりを推進します。
�政策企画課

　拠点の活性化とネットワークの充実プロジェクト　

　効果的・効率的な行政サービスプロジェクト　

令和３年度予算特集

令和３年度主要施策 自動体外式除細動器
（AED）ボックスの設置
70万円
小・中学校に設置している
AED について、壁掛式収
納ボックスを屋外に設置
し、学校開放時などにおけ
る緊急事態に対応し、救命
率の向上を図ります。

小山田西地区における地域活性化の促進
710万円
都市計画道路大阪河内長野線の延伸や、堺市域へのアク
セス道路の整備推進とともに、産業立地を誘導する道路
沿道の土地利用を図るため、沿道まちづくりに向けた土
地利用の検討および地元地権者の合意形成を図ります。

河内長野シティマラソン事業
450万円
市外からの参加者を促進するス
ポーツツーリズムの要素を取り
入れた大会として、河内長野シ
ティマラソン大会を見直し、地
域の活性化と交流人口の増加を
目指します。

日本遺産のまち推進事業
539万8千円
「中世に出逢えるまち」「女人高野」の２つの日本遺産
に認定されたストーリーを活用した観光振興を図る
ため、「河内長野市日本遺産推進協議会」「女人高野
日本遺産協議会」が文化庁の補助を受けて実施する
事業について補助するとともに、日本遺産のまちと
しての認知度拡大に向けたＰＲなどを実施します。

産業振興推進事業
500万円
新たな産業用地の確保を通じて、
市内事業者の事業拡大や、市外事
業者の立地促進につなげるため、
産業用地の確保にかかる手法など
を検討します。

保育所などにおけるICT化推進
300万円
保育に関する業務の ICT化を行い保
育士などの業務負担を軽減すること
で働きやすい環境を整え、保育士確
保策の推進を図るとともに保育の質
の向上に取り組みます。

学校給食の
あり方の検討
903万円

共働き世帯が増え、社会構造が変化するなか、特に中学校全員
給食は重要な課題であることから、現状を踏まえつつ、将来の
学校給食のあり方について調査・研究を行います。

避難所施設の強化・充実
（マンホールトイレの整備）
3811万8千円
災害発生時の避難所施設の環
境を整えるため、計画的に整
備を進めているマンホールト
イレについて、市立小中学校
３校への整備を行い、災害へ
の対応力強化を図ります。

※RPA（Robotic Process Automation）とは
普段人が行う定型的なパソコン操作をソフトウェアのロボットが代替
して自動化するものです。具体的には、パソコン上の操作を認識・記
録し、処理のルールを定義した「シナリオ」に沿って、表計算ソフト
や業務システム、Webサイト、メールなど複数のアプリケーション
を使用する業務を自動化するツールです。

上原・高向地区における地域活性化の促進
1010万円
大阪外環状線沿道の上原・高向地区にて土地区画整理事業の検討
を行っている土地区画整理準備組合に対して、雇用創出や交流人口
増加などの地域活性化を図るため、インフラ整備に先立つ下水道法
などの法手続きや本組合設立に向けた事業促進支援を行います。

森林ESD事業
260万円
森林内での体験学習や問題解決型学習などを組
み合わせた森林ＥＳＤを小学校の授業で行うこと
により、森林に親しむとともに環境の問題などを
身近に捉え、郷土愛や持続可能な社会に活躍で
きる人材を育みます。

児童虐待等
情報管理システムの導入
330万8千円
児童虐待等情報管理システムを導入し、
庁内関係機関との情報の共有および一元
管理により児童虐待の防止と要保護児童
の属する家庭への支援を推進します。

ため池
ハザードマップの整備
1750万円
堤防が決壊した場合に影響
が大きいため池にかかるハ
ザードマップの作成および
周知を順次進め、地域住民
の危機意識の向上を図り、被
害の軽減・防止に努めます。

森林経営管理制度にかかる
意向調査および森林整備
3000万円
森林管理に対する所有者の
意向調査などを行い、市の
直営管理や林業経営者への
補助を通じ、適切な管理を
行うことで、林業の持続的
な発展を推進します。

ボランティア・市民活動の推進
1605万円
市民公益活動支援センターを、イズミヤ河
内長野店４階「地域まちづくり支援拠点」
に機能移転し、地域住民や行政機関、事業者、
教育機関など多様な担い手の連携を促進す
ることで、多様なボランティア・市民活動
の創出や地域生活の質の向上につなげます。

住民主体による
生活支援活動の推進
200万円
地域住民が主体となった介護予防
活動や支え合い活動の展開を進め
るため、活動団体への支援を充実
させ、地域福祉・高齢福祉を推進
します。

地域力強化の推進
741万5千円
地域共生社会の実現を目指し、
地域生活課題の把握と解決を試
みる場や身近な地域で相談を包
括的に受け止める場づくりを進
め、地域全体で支える基盤の構
築を図ります。

認知症施策の推進
4332 万8 千円
「認知症と共に生きるまちづくり」の実現を
目指し、認知症の人やその家族の日常の不
安を軽減するため、認知症高齢者等個人
賠償責任保険事業や高齢者等総合見守り
システム運営事業の実施に取り組みます。

ごみ収集（戸別収集）の調査・検討
635万8千円
安定かつ効果的・効率的なごみ収集事
業と住民ニーズに対応したサービスの
提供を行うため、現状のごみ収集方式
などにおける実態調査を実施し、問題
点や課題の抽出を行い検討します。

南花台スマートエイジング事業
1700万円
地域住民・事業者連携によるまちづ
くり活動を継続できる仕組みと自立
運営体制の構築を図るため、自動運
転による移動支援サービスの導入や
ＵＲ団地集約跡地の活用による地域
活性化を進めます。

地域まちづくり支援拠点の運営
600万円
「地域まちづくり支援拠点」を中心に、住民やNPO、事業者、教
育機関などの連携を促進。健康づくりや子育て支援などの地域課
題を解決し、生活の質を高める多様な取り組みを創出することで、
主体的なまちづくり活動の推進を図ります。

加賀田小学校および加賀田公民館の複合化
140万円
施設の老朽化などが進む公民館と学校の小規模化が
進む小学校の複合化を行い、地域の活性化につなげ
るため、複合化の手法や利活用の方法について、調査・
研究を進めます。

高齢者公共交通利用促進事業
1351 万8 千円
市内在住の75歳以上の高齢者を対象
に、バスやタクシーで利用できる助
成券を配布し、公共交通の利用促進
を図るとともに、高齢者の外出支援
や健康増進、介護予防につなげます。

路上喫煙行為の制限
265万5千円
受動喫煙や路上での喫煙、たばこのポ
イ捨てを防止するため、河内長野・千
代田・三日市町の駅周辺に路上喫煙禁
止区域を設け、喫煙所を設置するなど
市民の健康増進とまちの環境美化につ
なげます。

緑の基本計画の改訂
679万8千円
本市の公園・緑地などの整備に関
する指針である「河内長野市緑の
基本計画」について、現況を踏ま
えて改訂を行い、都市公園の整備
および管理の方針その他緑地の保
全や緑化推進に取り組みます。

業務効率化に向けた
RPA導入支援事業
200万円
庁内における各業務プロセス
を調査し、効果的にＲＰＡを
導入することで、事務作業
の縮減や事務効率の改善を
図ります。

史跡金剛寺境内の保存・整備
2300万円
台風で被災した史跡金剛寺境内の
背景をなす山林の復旧整備や、金
剛寺境内にある大玄関の老朽化に
伴う解体修理工事を補助すること
により、適切な保存・活用を支援
します。

道の駅「奥河内くろまろの郷」
機能強化事業
361万2千円
道の駅「奥河内くろまろの郷」を本
市の観光ハブ拠点として位置付け
機能強化を図るため、バス停に上屋
を設置するなど、高齢者や子育て
世代に優しい施設整備を進めます。

おおさか河内材活用支援事業
600万円
地元産木材である「おおさか河内材」を活用
する住宅や店舗の新築や増改築にかかる費
用を補助し、地元産木材の利用を促進すると
ともに、木のぬくもりや魅力を感じる機会の
創出につなげることで、林業の活性化や木育
の推進を図ります。

河内長野市英語村構想
504万7千円
グローバル社会に生きる子どもたち
に、英語で臆せず、自分の考えや意
見を表現し、伝え合う力を育成する
ため、小学校および子育て支援施設
など、学校内外において、体験型英
語学習の場を開設し、幼児期から継
続的に言語・異文化に触れることの
できる機会を提供するとともに、英
検など外部試験の受験補助を実施し、
児童生徒の英語力の向上を図ります。

　市民の安全を守る地域づくりプロジェクト

　切れ目のない子育て支援プロジェクト　

　健康で暮らしやすい地域づくりプロジェクト
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令和３年度予算特集

◆市民１人（１世帯）あたりの予算

 歳出
総額 368億9,700万円

  歳入
総額 368億9,700万円

◆市民１人あたりの予算の使用用途

歳出
（目的別）

民生費（47.6％）
175億6,242万1千円
            

教育費（8.6％）
31億6,806万8千円

総務費（12.9％）　
47億7,422万1千円

公債費（8.2％）
30億856万7千円

衛生費（9.4％）
34億5,952万7千円

土木費（6.8％）
24億9,407万3千円

消防費（3.5％）
12億8,152万5千円

その他（1.8％）　
6億9,525万3千円

農林業費（1.2％）　
4億5,334万5千円

会計名 令和3年度予算額（千円） 前年度からの増減額（千円） 増減率（％）
一 般 会 計 36,897,000 1,223,000 3.4
特 別 会 計 26,550,939 380,259 1.5
国民健康保険事業勘定 12,836,438 ▲ 198,250 ▲ 1.5
土 地 取 得 119,003 ▲ 330 ▲ 0.3
部 落有財産 11 ▲ 3,068 ▲ 99.6
介 護 保 険 11,288,410 522,958 4.9
後期高齢者医療 2,307,077 58,949 2.6

公営企業会計 10,134,142 226,762 2.3
水道事業会計 3,968,260 285,696 7.8
下水道事業会計 6,165,882 ▲ 58,934 ▲ 0.9
合計 73,582,081 1,830,021 2.6

年度末市債残高の推移
令和元年度決算額 588億 1,800 万円
令和２年度見込額 578億 1,100 万円
令和３年度見込額 565億 1,500 万円

民生費 高齢者、児童の福祉のために 170,000 円

総務費 情報化や自治の推進のために 46,200 円

衛生費 ごみの処理や病気の予防のために 33,500 円

教育費 学校や公民館、図書館などに 30,600 円

公債費 借金の返済のために 29,100 円

土木費 道路や河川、公園の整備のために 24,100 円

消防費 消防活動や防災のために 12,400 円

その他 農林業費などに 11,200 円

市民１人あたりの予算 357,100 円

市民１人あたりの借金 289,700 円

市民１人あたりの貯金 85,000 円

１世帯あたりの予算 774,700 円

令和２年12月末現在の人口と世帯数
人口：103,332人　世帯数：47,625世帯

年度末基金残高の推移
令和元年度決算額 117億 1,300 万円
令和２年度見込額 110億 1,200 万円
令和３年度見込額 115億 9,800 万円
※上記の市債・基金残高には特別会計、公営企業会計を含みます。

（性質別）（目的別）

◆市債・基金残高 ◆会計別予算

令和３年度

当初予算が決まりました
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

実
現
に
向
け
て

市税（29.8％）
109億9,689万1千円

寄附金(3.8％)
14億800万円

繰入金(1.6%)
6億551万2千円

その他(3.0％)
10億9,092万3千円

地方交付税
（17.2％）
63億5,200万円

国庫支出金（19.7％）
72億4,740万8千円

府支出金（8.6％）
31億6,365万8千円

その他（2.0％）7億5,440万円

使用料及び手数料
(1.7％)
6億4,050万8千円

市債（7.1％）
26億1,310万円

歳入

自主財源
（39.9％）

依存財源
（60.1％）

地方消費税交付金（5.5％）
20億2,460万円

投資的経費
（4.2％）

維持補修費（0.7％）
2億5,995万円

貸付金（0.3％）9,057万3千円　　

普通建設事業費（4.2％）　
15億6,158万3千円

災害復旧事業費（0.0％）
1,200万円

物件費（14.9％）
55億581万4千円

補助費等（9.0％）
33億3,252万8千円

繰出金（13.2％）
48億7,663万7千円

人件費（16.5％）
60億6,711万4千円

扶助費（28.9％）
106億5,584万3千円

公債費（8.2％）30億855万7千円

予備費（0.1%）5,000万円
積立金（4.0％）
14億7,640万1千円

その他経費
（42.2％）

義務的経費
（53.6％）歳出

（性質別）

※数値は各項目ごとに四捨五入などの調整をしています。
※予算の詳細は、情報コーナー (市役所1階)や図書館、市ホームページなどで閲覧できます。

令
和
３
年
度
は
、
一
般
会
計
と
特
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会

計
、公
営
企
業
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計
を
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わ
せ
た
総
額
で

は
、前
年
度
に
比
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て
２
・
６
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の
増
加
、

一
般
会
計
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み
で
は
、３・４
％
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
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で
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型
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ウ
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ス
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を
見
込
ん
で
い
ま
す
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同
感
染
症
が
市
の
財
政
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
な
か
、
限
ら
れ
た

財
源
の
範
囲
内
で
新
た
な
住
民
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に
対
応
す
る
た
め
、
現
場
視
点
に
よ
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創
意
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夫
を
活
か
し
た
事
業
の
選
択
と

集
中
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
同
感

染
症
へ
の
対
応
と
冷
え
込
ん
だ
地
域
経

済
の
回
復
を
図
る
一
方
で
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全
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財
政

運
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な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
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め
本
市
で
は
、
更
な
る
業
務
の

効
率
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と
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様
々
な
行
財

政
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す
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ま
ち
「
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」

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

問
財
政
課

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

一 般 会 計 　 368億9,700万円
特 別 会 計 265億5,093万9千円
公営企業会計　101億3,414万2千円

総額 735億8,208万1千円

●一般会計とその他の会計　一般会計とは、市
の予算の中心となる会計で、行政運営のための基
本的な経費が含まれます。一方、その他の会計は、
特定の事業の歳入歳出を一般会計と区別して処
理するための会計で、特別会計や公営企業会計
があります。
●市債　建設事業などの資金として、国や銀行
から借り入れるもの。また、地方交付税の減収に
よる財源不足を補うためなどにも発行されます。
●基金　特定の目的のために財産を維持したり、
資金を積み立てたりするために設けるものです。
●地方交付税　全国の市町村が同じ水準の行政
を進められるよう、財政運営の均衡をとるために
国から交付されるお金です。
●国庫（府）支出金　国や府が、市などに対して
支出する使途を特定したお金で、補助金や交付
金などがあります。
●繰入金と繰出金　一般会計、特別会計、基金
の間で相互に支出される経費で、他の会計からそ
の会計に資金が移される場合が「繰入」、他の会
計に資金を移す場合を「繰出」といいます。

財政用語の解説
一般
会計

一般
会計
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新型コロナウイルス
関連情報

●新型コロナワクチン接種に便乗した特殊詐欺に注意を
　「ワクチンを優先的に接種できる。予約金を振り込むように」などと、行政機関などをか
たり、金銭や個人情報をだましとろうとする詐欺が発生しています。市役所などがワクチ
ン接種のために金銭や個人情報を電話やメールで求めることは絶対にありません。
不審な電話がかかってきた場合は、すぐに警察や家族に相談してください。
●自動通話録音装置の貸出
　市では、高齢者世帯に特殊詐欺の被害防止のため自動通話録音装置を
無償で貸し出しています。貸出方法などは下記へお問い合わせください。
問危機管理課

特殊詐欺犯罪にご注意を

　労災保険では、①感染経路が業務によることが明らかな場合、②感染経路が不明の場合
でも感染リスクが高い業務に従事し、それにより感染した蓋

がい

然
ぜん

性が強い場合など、業務に
よって感染した場合には、労災給付の対象となります。詳しくは厚生労働省ホ
ームページをご覧ください。
問最寄りの労働基準監督署または大阪労働局労災補償課（☎06-6949-6507）

職場で新型コロナウイルスに感染した人へ

！

ン接種のために金銭や個人情報を電話やメールで求めることは絶対にありません。

症状によっては接種を慎重に検討した方が良
い場合がありますので、かかりつけ医または
最寄りの医療機関での接種をお勧めします。

基礎疾患がある場合、過去に予防接種を受けて
気分が悪くなった経験がある場合はどうすればいいですか？

かかりつけ医または最寄りの
医療機関に必ずご相談ください。

ファイザー社のワクチンは1回目の接種後、通
常３週間空けてできるだけ早めに２回目を接
種してください。キャンセルする場合は早め
に連絡をお願いします。

一度に2回分の接種予約はできませんか？
当日体調不良などにより接種でき
ない場合があるため、１回目接種
後に２回目の予約をお願いします。

市へ配分されるワクチン量が限られている中、
ワクチンの個数管理を徹底し効率的に使用す
るためにも、予約が必要です。

ワクチン接種は予約しないと受けられませんか？

必ず一か所で予約をしてください。
※複数の予約は効率的な接種の
妨げとなりますので控えてください。

※入院、施設等入所者、基礎疾患
を持つ人がかかりつけ医で接種す
る場合については申請は不要です。

他の市町村で接種を受けたいです。

他市町村で接種を受ける場合は
申請が必要となることがありますので、
コールセンターへお問い合わせください。

※予約方法は接種券に同封されているチラシをご確認ください。
※64歳以下の人は準備が整い次第、接種券を配布しますのでしばらくお待ちください。
※市役所・保健センター窓口では予約受付は行っていません。
※接種券を紛失した場合は下記へ▷再発行には日数を要します。

問新型コロナワクチンコールセンター（☎26-8135）

65歳以上の人の接種予約を5月10日から、
医療機関での接種は５月24日から、

保健センターでの接種は６月７日から開始します。

新型コロナワクチン接種の
同意について

　集団接種会場の周辺や駐車場は混雑が予想されま
すので、公共交通機関をご利用ください。
※65歳以上の人は、接種券に同封の「高齢者バス・
タクシー共通乗車券」をご利用ください。
●高齢者バス・タクシー共通乗車券が一部の介護・
福祉タクシーでも利用可能に
　利用可能な事業者については、新型
コロナワクチンコールセンターまでお
問い合わせいただくか、市ホームペー
ジをご覧ください。

　市では、市民が新型コロナワクチンの接種を
受けることができる環境づくりを行っています
が、接種を受けることは強制ではありません。情
報提供（感染症予防の効果と副反応のリスクな
ど）を行ったうえで、接種を受ける本人の同意
がある場合に限り接種が行われます。同意なく
接種が行われることはありません。職場や周り
の人などに接種を強制したり、接種を受けてい
ない人に差別的な扱いをすることのないようお
願いします。
問新型コロナワクチンコールセンター（☎26-8135、
℻56-5160▷受付時間は平日午前9時～午後５時
30分▷４月29日～５月９日は土日祝も開設）

集団接種会場へは
公共交通機関のご利用を

※旧保健センター（菊水町2-13）へ車でお越しの際は、駐
車券をお渡ししますのでノバティながの第２駐車場（平面
駐車場）をご利用ください。
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おおさか河内材を活用しよう

企業や団体からの寄贈やご協力

　おおさか河内材のPR商品として、市内郵便局と大阪府森
林組合が企画した新商品が郵便局で販売されます。５月初旬
からおおさか河内材を使用したストローやハガキ、マスクケ
ースが河内長野市など南河内の郵便局65局で
購入することができます。
問河内長野市内郵便局

　地域産材である「おおさか河内材」を活用した建築物の新築やリ
フォームなどに補助金を交付します。
要件　◎0.1立方メートル以上使用
◎市内で自ら使用、または居住する店舗、住宅などをおおさか河内
材による新築、または増改築するもの、もしくはおおさか河内材を
内外装材や構造材などとして整備するもの
◎事業実施年度内に完了するもの
金額　１立方メートルあたり10万円以内で上限額は200万円
※木材利用事例としてのPRにご協力いただくことがあります▷申込
受付は先着順で、予算の上限に達した段階で募集を締め切ります▷
詳細は市ホームページをご覧ください。
問農林課

新築などに補助金を交付します

おおさか河内材を使った
商品を郵便局で販売

からおおさか河内材を使用したストローやハガキ、マスクケ

事業者への一時支援金
●国の一時支援金
　１月に発令された緊急事態宣言にともなう
飲食店時短営業または外出自粛による影響を
受けた事業者に支援金を交付します。
対象　対象月の売上が50％以上減少した中小
法人や個人事業者▷大阪府などの営業時間短
縮協力金の支給対象の飲食店については一時
支援金の交付対象外
交付額　中小法人など＝上限60万円、個人事
業者など＝上限30万円
申請受付期限　５月31日
※申請方法や要件など、詳細はお
問い合わせください。
問一時支援金事務局相談窓口

（☎0120-211-240）
●本市独自の一時支援金
　売り上げ減少要件により、国の一時支援金
の対象とならない市内中小事業者に本市独自
の支援金を交付します。
対象　対象月の売上が30％以上50％未満減
少した市内中小事業者　
申請受付期間　６月１日～30日
※申請方法や交付金額、要件など詳細は本紙
６月号をご覧ください。
問市一時支援金コールセンター（市役所内）

PayPayポイント
還元キャンペーン

　コロナ禍において、地域経済を活性化する
ため、還元キャンペーン第２弾を実施します。
期間 ５月６日㈭～６月６日㈰
対象店舗　市内中規模・小規模PayPay加盟
店のうち、本市とPayPay㈱が対象店舗とし
て指定した加盟店（対象店舗はキャンペー
ン期間中にPayPayアプリより確認できます
▷店舗にはキャンペーンポスターを掲示）
還元率　20％（キャンペーン期間中累計
5000円相当）
※還元率や対象などキャンペーンの詳細は
右記ＱＲコードをご覧ください。
問キャッシュレスキャンペーン
コールセンター（市役所内）

　充分な三密対策を講じることが困難なこ
とから、下記イベントを中止します。
●ぐるぐるマルシェ（５月開催予定分）
●もったいない市（５月開催予定分）
問環境衛生課

イベント中止のお知らせ

❶株式会社三菱UFJ銀行河内長野支店より
──空気清浄機４台の寄贈（３月５日）
❷明治安田生命保険相互会社より
──地元の元気応援寄附として15万円（３月30日）
❸株式会社木谷工務店より──マスク7200枚の寄贈（４月５日）
❹医療法人錦秀会より──ストレッチャー２台の寄贈（４月６日）

ありがとうございます
● ● ●

●

❷ ❸

❹

取材協力：南花台郵便局市に寄贈されたストロー▶

広報かわちながの 2021年（令和3年）5月号
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保
険
・
年
金

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

●
特
定
健
診
の
無
料
受
診
券
を
送

付
　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
以
上
の
対
象
者
に
、
特
定

健
診
の
無
料
受
診
券
を
５
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。
詳
細
は
受
診
券

と
同
封
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
月
10
日
〜
10
月
末
に
新
た
に
国

保
に
加
入
し
た
人
に
は
、
届
出
月

の
翌
々
月
に
送
付
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
、
健
診
を
受
診
す
る
前

に
、
必
ず
受
診
希
望
の
医
療
機
関

へ
実
施
状
況
を
含
め
て
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を
補

助
　
受
診
前
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象　
引
き
続
き
国
民
健
康
保
険

に
１
年
以
上
加
入
し
、
か
つ
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
被
保
険
者

と
こ
ろ　
市
指
定
検
診
機
関

受
診
期
間　
５
月
下
旬
以
降
〜
来

年
３
月
末
（
今
年
度
中
に
75
歳
に

な
る
人
は
誕
生
日
の
前
日
）

予
約
・
申
請
方
法　
①
市
指
定
検

診
機
関
に
事
前
予
約
、
②
保
険
医

療
課
に
予
約
申
込
書
兼
補
助
申
請

書
を
提
出
、
③
そ
の
後
、
市
指
定

検
診
機
関
で
受
診

※
特
定
健
診
対
象
者
は
受
診
券
が

届
い
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い

▽
同
じ
年
度
で
特
定
健
診
か
人
間

ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
一
方
し
か
受

糖
尿
病
予
防
相
談

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
、
糖

尿
病
予
防
の
た
め
の
食
事
と
運
動

に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

対
象　
血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
А

１
ｃ
値
が
高
め
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

А
１
ｃ
：
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
６
．
９
％

未
満
）
で
、
ま
だ
治
療
を
受
け
て

い
な
い
市
民

と
き　
５
月
18
日
㈫
、
６
月
15
日

㈫
午
後
１
時
10
分
〜
４
時
15
分

（
予
約
制
）

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

た
ば
こ
相
談

対
象　
た
ば
こ
を
や
め
た
い
市
民

と
き　
５
月
24
日
㈪
、
６
月
28
日

㈪
、
７
月
26
日
㈪
、
８
月
23
日
㈪

▽
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分
（
予
約
制
）

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
禁
煙
に
む
け
て
の
相
談

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

お
口
の
健
康
教
室

対
象

20
歳
以
上
の
市
民

と
き　
６
月
３
日
㈭
・
11
日
㈮
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
▽
２
回
シ
リ

ー
ズ

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
歯
科
医
師
の
話
・
唾
液
検

査
に
よ
る
歯
肉
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
・
歯
み
が
き
実
習
な
ど
▽
３
日

に
希
望
者
を
対
象
に
歯
科
検
診
を

実
施

定
員

10
人
（
先
着
順
）

申
込　
５
月
10
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

５
月
14
日
〜
20
日
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
依
存
症
問
題
啓
発
週
間

　
あ
な
た
自
身
や
あ
な
た
の
周
り

で
依
存
症
で
悩
ん
で
い
る
人
は
い

ま
せ
ん
か
。
本
人
や
家
族
だ
け
で

抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン
タ

ー
（
☎
06
・
６
６
９
１
・
２
８
１

８
）
▽
平
日
は
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
45
分
、
第
２
・
４
土
曜
日
は

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

◎
お
お
さ
か
依
存
症
土
日
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
（
０
５
７
０
・
０
６
１
・

９
９
９
）
▽
午
後
１
時

〜
５
時

問
府
地
域
保
健
課

（
☎
06
・
６
９
４
４
・
７
５
２
４
）

人　

権

５
月
１
日
〜
７
日
は
憲
法
週
間

　
憲
法
に
は
「
国
民
主
権
」、「
基

本
的
人
権
の
尊
重
」、「
平
和
主
義
」

の
３
つ
の
原
則
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
今
一
度
人

権
尊
重
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
憲
法
週
間
特
設
人
権
相
談
会

と
き　
５
月
11
日
㈫
午
前
10
時
〜

午
後
１
時

と
こ
ろ　
市
役
所

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
人
権
推
進
課

●
憲
法
記
念
市
民
講
座

　
「
相
続
法
改
正
で
変
わ
る
夫
婦

の
権
利
」
を
テ
ー
マ
に
大
阪
弁
護

士
会
所
属
の
弁
護
士
が
知
っ
て
得

す
る
法
律
情
報
を
お
話
し
ま
す
。

と
き　
５
月
28
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員

20
人

申
込　
５
月
７
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
キ
ッ
ク
ス
内
、
☎
54
・
０
０
０
３
）

人
権
擁
護
委
員
は

あ
な
た
の
ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

　
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
日
を
記
念
し
て
、
毎
年
６
月
１

日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、
市
民
の
人

権
を
守
る
た
め
の
様
々
な
活
動
や

相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

市
の
同
委
員
は
次
の
10
人
で
す
。

○
安あ

達だ
ち

英ひ
で

行ゆ
き

さ
ん
（
美
加
の
台
）

○
上う

え

野の

恭や
す

彦ひ
こ

さ
ん
（
小
山
田
町
）

○
垣か

き

内う
ち

孝た
か

重し
げ

さ
ん
（
高
向
）

○
黒く

ろ

田だ

良よ
し

子こ

さ
ん
（
美
加
の
台
）

○
櫻さ

く
ら

井い

義よ
し

則の
り

さ
ん（
大
矢
船
中
町
）

○
谷た

に

川が
わ

多た

惠え

子こ

さ
ん
（
大
師
町
）

○
西に

し

端ば
た

恵け
い

子こ

さ
ん
（
原
町
）

○
太ふ

と

尾お

淳じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん（
千
代
田
台
町
）

○
安や

す

竹た
け

ま
き
さ
ん
（
北
青
葉
台
）

○
山や

ま

口ぐ
ち

親ち
か

房ふ
さ

さ
ん
（
西
片
添
町
）

問
人
権
推
進
課

安
全
安
心

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急

時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
市
内
47
か
所
の
防

災
行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
で
訓
練

放
送
し
ま
す
。

と
き　
５
月
19
日
㈬
午
前
11
時
ご
ろ

問
危
機
管
理
課

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

公
開
・
配
布
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
大
雨
な
ど
で
た
め
池

が
決
壊
し
た
場
合
の
最
大
の
浸
水

範
囲
を
示
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。
新
た
に
左
記
の
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
の
で
、災

害
時
の
避
難
行
動
な
ど
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

対
象
た
め
池　
池
谷
中
池
・
下
池
、

加
賀
田
新
池
、
小
塩
下
池

※
マ
ッ
プ
は
市
役
所
で
配
布
も
し

て
い
ま
す
。

問
農
林
課

５
月
は
宅
地
防
災
月
間

●
梅
雨
を
前
に

　
宅
地
災
害
で
は
、
家
屋
や
家
財

診
で
き
ま
せ
ん
▽
申
請
前
に
受
診

す
る
と
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
▽
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
保
険
医
療
課健　

康

青
年
成
人
健
康
診
査

●
申
込
方
法
が
事
前
予
約
制
に
変

わ
り
ま
す

対
象　
昭
和
57
年
4
月
2
日
〜
平

成
18
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
学
校

や
勤
務
先
で
健
診
を
受
診
す
る
機

会
の
な
い
市
民

と
き　
６
月
29
日
㈫
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
・
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
身
体
測
定
、
医
師
の
診
察
、

血
圧
測
定
、検
尿
、血
液
検
査（
診

断
書
の
作
成
は
で
き
ま
せ
ん
）

費
用　
５
０
０
円

申
込　
６
月
18
日
ま
で
に
電
話
で

左
記
へ

※
健
診
受
診
は
年
度
内
1
回
限
り

▽
生
活
保
護
受
給
世
帯
に
属
す
る

人
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

だ
け
で
な
く
、
尊
い
人
命
も
失
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
造
成
中
の
急

斜
面
、
無
理
な
積
み
方
を
し
た
石

垣
、
風
化
の
著
し
い
崖
面
な
ど
は
、

長
雨
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
思
わ
ぬ

災
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
府
で
は
、
期
間
中
に
関
係

機
関
と
協
力
し
て
防
災
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

●
自
宅
周
辺
の
点
検
や
処
置
を

◎
石
垣
や
よ
う
壁
な
ど
に
亀
裂
な

ど
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
▽
割
れ

目
か
ら
水
が
し
み
出
し
て
い
ま
せ

ん
か
▽
水
抜
き
穴
か
ら
う
ま
く
水

が
流
れ
出
て
い
ま
す
か

◎
地
盤
は
沈
下
し
て
い
ま
せ
ん
か

◎
排
水
溝
に
泥
が
つ
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
か

※
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
石
積
み
・

ブ
ロ
ッ
ク
積
み
よ
う

壁
の
自
己
診
断
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
掲
載
中
。

問
都
市
計
画
課
ま
た
は
府
住
宅
ま

ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
室
審
査
指

導
課
（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
７

２
２
）

　令和元年度に続いて、令和２年度も犯罪発生
率（人口10万人あたりの全刑法犯認知件数）が、
大阪府内 33市の中で最小という結果になりま
した。
　市民による見守り活動や青色防犯パトロール
活動をはじめ、公設防犯カメラの設置や特殊詐
欺被害の防止を図る通話録音装置の無料貸し出
し、防犯キャンペーン・防犯教室の実施、警察
署との協定の締結など、市民、警察、行政が安
全・安心なまちへ向けて一体となって取り組ん
だ結果です。今後も「府内で最も安全・安心な
まち」を継続していくために、引き続きご協力
よろしくお願いします。
問危機管理課相

談

催
し・講
座

事
業
所

税
金

暮
ら
し

障
が
い
者

子
育
て

募
集

ス
ポ
ー
ツ

高
齢
者

教
育

人
権

安
全
安
心

就
労

そ
の
他

お
知
ら
せ

保
険・年
金

健
康
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暮
ら
し

資
源
ご
み
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は

正
し
く
出
し
て
く
だ
さ
い

　
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
た
め

の
処
理
を
行
う
際
、
正
し
く
出
し

て
い
な
い
と
、
処
理
に
か
か
る
費

用
が
増
加
し
た
り
、
再
資
源
化
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
小
袋
に
入
れ

た
も
の
を
大
き
な

袋
に
ま
と
め
て
出

す
な
ど
、
二
重
に

袋
に
入
れ
て
出
さ
な
い
。

◎
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
を
同
じ
袋
に
入
れ

な
い
。

◎
対
象
以
外
の
も
の
を
入
れ
な
い
。

◎
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
キ
ャ
ッ
プ
と

ラ
ベ
ル
を
外
し
て
出
す
。

問
環
境
衛
生
課

不
用
品
の
処
理
は
適
切
に

　
無
料
で
不
用
品
の
回
収
を
行
う

な
ど
と
偽
り
、
実
際
に
は
費
用
を

徴
収
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま

た
、
引
き
渡
し
た
不
用
品
が
不
法

投
棄
さ
れ
た
場
合
は
、
排
出
者
に

も
責
任
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
適
切
な
処
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
古
紙
・
カ
ン
類
な
ど
の
有
価
物

に
限
り
、
専
門
の
回
収
業
者
に
依

頼
で
き
ま
す
。

※
住
ま
な
く
な
っ
た
家
な
ど
の
片

づ
け
を
す
る
場
合
、
廃
棄
物
の
運

搬
を
含
め
て
依
頼
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
（
排
出
者
自
身
が
廃
棄

物
を
清
掃
工
場
へ
持
込
む
こ
と
は

で
き
ま
す
）。

問
環
境
衛
生
課

ご
み
出
し
が
困
難
な
人
へ

●
ふ
れ
あ
い
収
集
を
実
施

　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
で

ご
み
出
し
が
困
難
な
場
合
は
、
玄

関
先
ま
で
直
接
ご
み
の
収
集
に
伺

い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
要
介
護

２
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

な
ど

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
環
境
衛
生
課

ご
み
処
理
券

取
扱
廃
止
店
舗
の
お
知
ら
せ

　
次
の
店
舗
で
の
取
扱
い
を
廃
止

し
ま
し
た
。

・
藤
井
商
店
（
北
青
葉
台
31
の
22
）

問
環
境
衛
生
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

時
間
外
窓
口
を
開
設

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
は
、
原
則
本
人
で
す
。
交
付

通
知
書
（
は
が
き
）
が
届
い
て
い
る

人
で
、
平
日
昼
間
の
受
け
取
り
が

難
し
い
場
合
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
平
日
夜
間
窓
口
を
開
設
（
予
約

制
）

持
ち
物　
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）、

通
知
カ
ー
ド
、
住
基
カ
ー
ド
（
持

っ
て
い
る
人
の
み
）、
本
人
確
認
書

類
（
顔
写
真
付
き
の
書
類
▽
運
転

免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
は
１

点
、
顔
写
真
無
し
の
書
類
▽
保
険

障
が
い
者

河
内
長
野
市

手
話
言
語
条
例
を
施
行

　
手
話
言
語
条
例
を
制
定
し
、
４

月
１
日
に
施
行
し
ま
し
た
。
こ
の

条
例
は
、
手
話
が
か
け
が
え
の
な

い
言
語
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、

手
話
や
手
話
を
必
要
と
す
る
人
へ

の
理
解
を
深
め
、
手
話
を
広
め
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
で
支
え
合
い
、

誰
も
が
安
心
し
て
共
に
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
本
紙
６
月
号
で
掲
載

予
定
の
特
集
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
障
が
い
福
祉
課

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
か
み
ね
の
催
し

①
ペ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

対
象　
市
内
在
住
の
小
〜
高
校
生

の
障
が
い
者
手
帳
所
持
者
と
そ
の

保
護
者
ま
た
は
介
護
者
（
ペ
ア
で

参
加
を
）

と
き　
５
月
15
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　
赤
峰
市
民
広
場

定
員

15
組
（
抽
選
▽
初
参
加
者

優
先
）

参
加
費　
１
組
５
０
０
円

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

対
象　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
手

帳
所
持
者
と
そ
の
介
護
者

と
き　
５
月
17
日
㈪
午
後
１
時
〜

３
時
（
雨
天
は
24
日
に
延
期
）

と
こ
ろ　
赤
峰
市
民
広
場

定
員

20
人
（
抽
選
▽
初
参
加
者

優
先
）

参
加
費　
３
０
０
円

申
込　
①
は
５
月
13
日
ま
で
に
、

②
は
12
日
ま
で
に
左
記
へ

問
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
か

み
ね（
☎
56
・
１
５
９
０
、℻
56
・

１
５
９
２
）

新
地
域
ま
ち
づ
く
り

支
援
拠
点
が
オ
ー
プ
ン

　

昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年

に
開
業
し
た
イ
ズ
ミ
ヤ
河
内

長
野
店
は
、
本
市
に
お
け
る

大
規
模
小
売
店
舗
の
先
駆
け

と
い
え
る
存
在
で
し
た
。
４

階
が
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
だ
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
る
方
も
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
後
、
時
代
と
と
も
に
変
化

を
重
ね
、
４
月
に
新
た
な
地

域
ま
ち
づ
く
り
支
援
拠
点

「
イ
ズ
ミ
ヤ
ゆ
い
テ
ラ
ス
」
へ

と
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

　
４
階
フ
ロ
ア
は
「
お
お
さ

か
河
内
材
」
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
い
、
窓
は
大
き
く
明
る
い

開
放
感
の
あ
る
空
間
と
な

り
、
本
市
社
会
福
祉
協
議
会

を
中
心
に
、
地
域
福
祉
や
市

民
公
益
活
動
の
拠
点
と
し
て

機
能
し
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク

や
自
習
に
も
使
え
る
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
も
併
設
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
南
花
台
地
域
で

培
っ
て
き
た
公
民
連
携
事
業

の
横
展
開
を
図
り
、
地
域
の

方
々
と
関
係
を
深
め
な
が

ら
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対

応
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
こ
こ
は
長
野
公
園
に
隣
接

し
、
自
然
も
豊
か
。
何
よ
り

商
業
施
設
内
に
あ
る
の
で
快

適
で
便
利
で
す
。
河
内
長
野

駅
か
ら
近
く
、
駅
前
の
子
ど

も
・
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
っ
く
」
と
併
せ
て
本
市

の
魅
力
を
感
じ
る
空
間
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

河
内
長
野
市
長

島
田
智
明

市
長
コ
ラ
ム

　日常生活の中でおこる様々な問題に弁護
士や税理士などが相談に応じます（政治的
な相談を除く）。お気軽にお越しください。
とき　５月 18日㈫午後１時～４時（受付は
正午～午後３時▷先着順）
ところ　三日市市民ホール（フォレスト三
日市内）
内容　下表のとおり
※当日直接会場へ。
問自治協働課

●モックルコミュニティバス
区間・料金　美加の台駅前～大阪南医療センター
玄関口＝上限 200円運賃と同伴者割引（日曜日限
定で利用者１人につき同伴者１人の運賃が無料）
●路線バス千代田線
区間・料金　河内長野駅前～木戸東町＝上限 200
円運賃
●モックルカードで特典
　バス１日フリー乗車券「モックルカード」を使っ
たその日に協賛店舗にカードを提示すると、商品
や施設利用料の割引などが受けられます。
カード料金　大人 650円、小児 330円
※協賛店舗などは市ホームページをご
覧ください。
問都市計画課

モックルバス
200円上限運賃などの試行を継続

相談名 内　　　容

法律 土地・家屋・金銭の貸借や離婚、相
続などの法律関係

行政 行政に対する苦情や要望など

消費者
金融 多重・多額債務者の返済方法など

登記 土地・家屋などの不動産の登記全般

税 譲渡や贈与、相続、住宅購入など
にかかる税全般

人権 人権問題全般

心配
ごと

日常生活の様々な心配ごとや悩みな
ど

警察 民事暴力・ストーカー対策などの警
察業務全般

民事
調停

土地建物・借入債務・交通事故などの
「民事上のもめごと」について調停で
解決する手続き

証
や
年
金
手
帳
な
ど
は
２
点
必
要
）

※
日
程
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
▽
時
間
指
定
の
予

約
制
▽
申
込
は
市
民

窓
口
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設

と
き

5
月
23
日
㈰
午
前
９
時
〜

正
午

と
こ
ろ　
市
役
所

持
ち
物　
①
と
同
じ

問
市
民
窓
口
課

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
停
止

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住

民
票
な
ど
の
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す
。

と
き　
５
月
１
日
㈯
〜
５
日
㈷
の

終
日

※
最
新
の
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
市
民
窓
口
課

相
談

催
し・講
座

事
業
所

税
金

暮
ら
し

障
が
い
者

子
育
て

募
集

ス
ポ
ー
ツ

高
齢
者

教
育

人
権

安
全
安
心

就
労

そ
の
他

お
知
ら
せ

保
険・年
金

健
康
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キックスで開催された講座に、市内で活動す
るボランティア 団体から約30人の受講者が
参加し、著名な絵本研究家の正

まさ

置
き

友子さん（写
真左）が数ある絵本の中から77冊を選んで紹介しまし
た。約20年間、講師として市内の読み聞かせボラン
ティアの隆盛を見守ってきたそうで「立派な図書館を
市民が支え活かす姿は素晴らしい」と感無量の様子。
受講者は「正置先生から刺激をもらって読み聞かせの
活動に活かせそうです」と話していました。

図書館で入館1000万人のセレモニーがあり
ました。1000万人目の入館者となった岩

いわ

部
ぶ

さんは、ネーミングライツパートナーのＴＯＮ
Ｅ株式会社の松村代表取締役社長から工具セットと関連
図書をプレゼントされ、「図書館には大好きな本がいっぱ
いあって楽しいです。司書の方も色々教えてくれて優し
いです」とはにかんでいました。この日は本を借りた人
に市内在住の絵本作家のイラストが掲載されたしおりも
配られ、1000万人の達成を多くの人が祝いました。

珠玉の絵本77冊を一気に紹介
読み聞かせボランティア・フォローアップ講座

開館以来約１８年半で達成
新図書館入館 1000 万人

３
13

３
28

道の駅 奥河内くろまろの郷で、住まいに関
する相談マルシェが行われました。当日は
計16社の住宅関連事業所が集結し、コロ

ナ禍での新たな住まいを考える人の相談に応じていま
した。会場では市外からの来場者も多く、「条件に合
う物件を探しています」と熱心に相談する人や、同時
開催の「おでかけあいっく」の体験ブース、ガラガラ
抽選会などを楽しむ家族連れも見られ、河内長野市で
の暮らしを考える機会となっている様子でした。

かわちながので暮らそう！
家と暮らしの相談マルシェ

４
３

令和２年度末で休園となる市立三日市幼稚園
で卒園式が行われ、６人の園児たちが卒園し
ました。また、３月20日には「ありがとう三

日市幼稚園」記念式典が行われ、在籍していた先生や地
域の人なども参加する中、創立からの園の歴史を振り返
る300枚ものスライドの上映や、全卒園生4610人を代
表し、卒園したばかりの園児たちが創作劇や手話歌で三
日市幼稚園への感謝の気持ちを表しました。

67年間、ありがとう三日市幼稚園
休園前の卒園式と記念式典

3
15

イズミヤ河内長野店４階に、河内長野市地
域まちづくり支援拠点「イズミヤ ゆいテラ
ス」が開設され、記念式典が開催されました。

この施設には、社会福祉協議会やボランティア・市民
活動センターなどが移転したほか、
フリースペースなども設置。明る
く開放的な雰囲気で、多くの世代
が交流できる新しいまちづくりの拠
点のオープンとなりました。みなさ
んも、ぜひご利用ください。

新しい市民のまちづくり拠点に
「イズミヤ ゆいテラス」オープン

４
３

KAWA
CHINAGANO CITY
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